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　　Abstract :　Recently, many people enjoy jogging or walking for their health or pleasure.
When they do, it is needless to say that ａ good temperature is important for the joggers or
people walking. Therefore, observations were made to know the thermal condition ﾚaround the
logging course in summer and winter.
■　　■■　　　　■■　　　　　■■　　■　　　■　■　■■■
　Observation areas were chosen to clearly show the temperature distribution around the
jogging course along the river. So, two points were selected, one was around Ishidate-cho
(urban area: area Ａ)ａｎｄthe other is around Yoneda, Asakura (suburbs: area Ｂ)｡
　　The observation seasons were summer and winter, and the observation time was early
morning, daytime and evening. For the thermal measurement, observation by car was chosen｡
　①　Result of Area Ａ. The temperature variation in 曲e observation area 娠ａｓsmall, less
than J.5で, except in daytime in summer, at that time the temperature variation was ３.6°C.
The isothermal line tends to distribute along the river in summer, but in winter, this is not ｓｏ｡
　　From the point of land utilization, whether it ｗ卵 inner-city, paddy fields or bare land,
the temperature was a little lower than the surrounding area. ０ｎ the other hand, along the
roads which have heavy traffic, such as the ｕｓａ｡Kochi line and Tosa-road, the temperature
tends to become a little hotter than the surroundings.　　　　ト
　②　Result of Area Ｂ. Both in summer and winter the temperature distribution in the
suburbs, tends to be high in the residental section and to be low at the foot of mountains.
However, this difference is small, within 1.0°C except at sunrise and sunset in winter, at that
time the temperature variation is about 2.0°'C.At the foot of mountains, the isothermal line
tends to be dense, and the temperature variation is large.　十　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ
　　Inthis area, the flow of Kagami River is very slow√and the air and water temperature in
not much different, so the water temperature has little influence to the surrounding.
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最近,＼多くの市民が健康のために,………あるいはそﾌﾟめ
ングを行うようﾉにな毎てきたj。その際に,/＼ｊ－ス=l
暑熱が厳し＼くくなりﾄｼﾞ＼ヨノギダグφ条件が不適切とな/4
こで著者らJは,し高知市の代表的なプフズと:して，
と冬期におけ=る早朝,上昼間,/夕方
しようくとした。　　　犬　　＼yト
今回は川沿いの鏡川堤防上を報告し,。次回以下1
１。へ観測地区
　観測地区としては,二高知市中央部を流れる鏡川くの流域=ﾄ
部としては石立町付近の鏡川め堤防上のジ=ヨギｙゲソ●･:=ｿﾞう……1.y
田付近の鏡川の堤防上で地区Ｂ)……を選んだら…………=ﾌﾟ]……ﾉﾉﾉｹj万=
II
j,=
　2ﾄ……I観測方法‥‥‥‥　‥　　‥‥　　‥‥‥‥　:………j………I.ﾄ:=………に=.ﾀﾞj
　観測はサーミスター温度計を用いた移動観測jに＼よ]りﾉ行丿ﾉだ
感部を自動車の前部バンパー上に地上Ｌ７ｍｲ寸近に取町付捗√
だ状態で時速20~30kmで走行しなが/ら√予jめ決め=て好い=だ観
部で温度計の表示を読み取ることによ＼り行プたよなお=↓ﾚ==:
1万:観測
地区＼Ｂ嘲倉が48ヵ所であごった。＼観測地域をＴご周ずﾉる＼のjに要ｻj
たので√＼分布図作成に際しては時間補正を行わなか万万ﾉた=jﾑ……宍
I,万万jJj°Ij
　なお√簡易風速計による風向
‥･し風速観測Iと湿度観測を観測
またご紅葉橋∧(地区Ａ)と米田橋(地区＼町)セ：は鏡川の水i
　　　　　　　　　　　　丿　・　　　　　　　■■■■　　　■■■■■■■■　■■
　Ｓ．観測期日　　　………　　＼　つ　ダ　　　………＼………ﾉ|/1……ﾚ万………=ｹ;=゜1
I
==jj
　観測期冊と観測時間を表ﾚ1に示したレ観測日=は晴天でにﾌﾟ風
天候が下=り坂となっためｔﾚ昼間の観測は中止したよ=………万万=jくﾉ……
1宍
　　　　……………………:宍　＼Ⅲ。観……測ﾉ………万jJ=結･:1.1j.･=1°1万･J果万fl.jl.jj.:=･
　１．高知市石立町付近ト(地区＼Ａし)‥:…………　…………jT=ﾍﾟﾚﾉj……<………
I…
…]………万I°i
　ニｌ ｙ地区め概要…………………………………=ﾉﾉ=白･＼ﾉ……∧し:……∧ﾉし
　=図１の本地区の上地利用の状態を示した。ﾉ鏡川は本地区壱で
川幅は狭いと犬ころでもloom･程度である=止観測目には川の半申と
にわたづて冠水して流れでいる日ぱなかこった6………1==………∧………＼万j.ﾉ宍……=j=ｹﾞ……==1
　本地区の土地利用は√南東部の石立町に水田や裸地が少万々=ｿ
となっている。なおよ紅葉橋南詰め鴨部には11階建畝プンノン
縄手町には大三綿業第一南工場があるレ　………J………＼………I=……|………ﾉ]…
……:
i………キ｀.―y.ク｀r.やI..ウ―オーキ
じした。都市
外部とくしてﾃﾞは朝倉の米
j,ﾚ………万サ÷=万ﾐﾈ1タ ニ 温度計の
[距離を20m以上あけ
り測定値をに自動車内
ﾖ立町付近が59=力所，
ｿむね巧ト加分で｡あっ
冬了直後の＼2回行った。
日]は朝の観測後，
がjら流れでいる。
≒＼JIIの･.全幅
昿ﾉ……:お万お:む.･一一ね･全域が住宅
学校がにま万灯鏡川北岸の
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表１ 観測期日と観測時刻
季節 地区 時期 月・日 観測時刻 観測回数
　夏
1988
　年
Ａ 朝 ８月12日
4:59～7:13 ３
昼 ８月20日 13:50～14:10 １
Ｂ
朝 ７月31日 4:51～8:05 ４
昼 ８月20日 14:35～14:49 １
夕 ７月31日 17:00～19:08 ３
冬
1989
年
Ａ
朝
１月16日
6:01～10:12 ４
昼 13:05～14:28 ２
夕 15:48～17:21 ２
Ｂ
朝
１月16日
6:40～10:38 ４
昼 13:40rヽ･14:58 ２
夕 16:20～17:50 ２
ｍｌ
匹皿２
ｍ３
蕊４
匹５
二６
-　７
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　　　　　　　　　　　図１　高知市石立町付近（地区Ａ）の土地利用図
　　　　１：住宅　２：団地（付属する駐車場も含む）　３：工場　↓:その他の施設　　　　ニ
　　　　５：緑地　６：裸地犬7:アスファルトで覆われている部分
　　２）夏期の気温分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　（1）夏の朝の気温分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　十
　図２－Ａ～Ｃに1988年８月12日朝５時，６時，７時の気温分布を示した。分布図には次のよう
な特徴がみられる。　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　十
①各観測時とも気温は25°Ｃ前後であり，日の出後（Ｂ図，Ｃ図）犬も大きな気温の上昇はみられな
　い。また，観測地域を通しての温度差も0.5°Ｃ以内と√ごくわずかであった。
②鏡川北岸では川に沿って東西に等温線が走る傾向にある。‥　　　　　　　　　　　　　十
③鏡川南岸では，石立町の裸地・水田部分において，わずかであるが低温域を示し，県道宇佐高知
　線沿いおよび土佐道路沿いにおいて，わずかであるが高温域になる傾向にある。
④温度分布の経時的変化をみてみると，大きな変化はみられない。気温分布の強度からみると，日
　88　　　ト　　　＼高知大学学万術研究報告」
　の出より30分ほど後のし6時φ観測時点が地域差く
⑤風向は7=時の観測時にはl.Om/s程度の西風が吹!
⑥湿度は相対的湿度で叫％であうた。=｡‥‥‥‥‥=………
　（2）夏の昼間の気温分布………１……　……………万｡｡･
図３に1988年8ぺ月20白14時め気温分布を示ﾉした6
①観測地域を通してめ温度は29.5七から3L5°CT亡友
　＼のちがい犀よる温度差は3.6でもあり√朝め時点，
②鏡川φ南岸・北岸と:も,＼等温線ぱ川に沿らで走こ4
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？　100 2叩ｍ
図2－C　1988年８月12日朝の気温分布（地区Ａ）　７時
図3　1988年８月20日14時の気温分布図
０ 100　200ｍ
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③石立町の裸地・水田の地域には，鏡川から低温域が入りこむ形になっている。
④風下にあたる鏡川北岸の堤防上が最も低温となっている。一方，朝の例と同様に，県道宇佐高知
　線沿いや土佐道路沿いおよび電車通りなどの交通量の多い道路沿いが高温となっている。しなお，
　このように低温域が北に片寄ったのは，南寄りの強い風と鏡川の水温(24.9°C）と気温との温度
＼差によるものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白丁
④風向は南の風l.Om/sであった1）。
⑥湿度は相対的湿度で68％を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　90　　………　………高ﾚ知=大八学丿学術研究報告
　　３）冬期の気温分布…………J　　…　……
　（1卜冬め朝の気温分布…………j‥‥‥‥‥
　図４－ＡトＤに1989年工月i6日朝６時,ｴ7＼l
ような特微かみIら＼れるレ　………………j　し
①観測地域の気温は観測開始時に3°Ｃ前後であり=,:………10時{C(ま
　㎜--　　　■■　　　　　　　■　度差は0.5~0.7°Cとわずかである･。…………j　l
②日の出前（=Ａ白図，Ｂ図）は石立町の裸地＼｡･水
立町の県道宇佐高知線付近と鴨部のjプンシﾚヨ
JAN
CALM
図4÷Ａ」989年Ｌ月16日=朝の
　　犬　JAN. 16. 1989 7:10
　　犬　　　　ＣＡＬＭ尚　　　‥
図4¬ESI………1989年１月16日朝
i?示すよｿ分布図にぱ次の
で宍あﾄうしたよ=こ観測地点による温
干低温にレ石
は川に訃って
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9._　190　201
図4－C　1989年１月16日朝の気温分布（地区Ａ）　８時２０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　100 200m
図4－D　1989年１月16日朝の気温分布（地区Ａ）　１０時
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　等温線が走る傾向にあるが，日の出後（Ｃ図，Ｄ図）は複雑な気温分布を示している。
③10時の観測（Ｄ図）で鏡川北岸の堤防上に高温域が西か＼ら東に入り込んでいるのは，南側が鏡
　川で解放的であるため，他の地点より早く暖まったものと考えられる。　　　　　　　ト
④鏡川の水温は8.0゜C（8時20分）で，気温よりも5°Cほど高いが，水量は少なく流れが緩やかな
　ため，４回の観測を通して気温分布に対する大きな影響は認められなかった。　　　　十
　（2）冬の昼間の気温分布　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　図５－Ａ，Ｂに１月16日昼間13時，14時の気温分布を示した。分布図には次のような特微かみ
　92　　　　..　　　＼高 知大学･学.術研究報告.=じ=.==･･第.40巻＞……(1991･..･)=.:･==f･.･自.･然科学☆==
られる．ﾚ　＼　犬　…………==　　尚　　………　＼▽………
…ﾉ………＞……I
ﾚﾀﾞ……j:j.し:レ∧∧ｿﾞ………ﾄj･ﾚ::……ﾚ……ﾄ……1…………
①観測地域を蒼しでの温度は心゜C~14°Ｃであり√ﾚそﾉ=φ地域差凪1………1=y°j=快丿晴万φj天候々
ず，13時io分かi.5゜C｡14時15分力鯨8゜CT,
②鏡川の水温は14時30分の観測ｻさi2.5゜Cくと気温と征と
③分布図は複雑な気温分布をじ窓お=り，温度差
　ない。ニ　　　………:　　ニ　………：………
/４０
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　（3）冬の夕刻の気温分布
図６－Ａ，Ｂに１月16日夕刻16時，i7時の気温分布を示した。分布図には次のような特徴がみ
られる。　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　■■　　　　　　　　　■■　■
①朝・昼間同様，観測地域を通しての温度は11～14°Ｃであり，その観測地域を通しての温度差は，
　16時が0.5゜C, 17時が1.3°Ｃと小さい。　　　　　　　ノ　　＼
②交通量め多い土佐道路や県道宇佐高知線沿いが若干高温となっている。　　　　　　　犬
③1り時の分布図で西部中学校付近にみられる13.0°C以下の低温域は，日没（17時９分ごろ）に近い
　ため，マンションでの日かげとなってコールド・スポットが形成されたものと考えられる。一方，
　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　ト　?上コ恋ゴ弓ｍ
図6 －A　1989年１月16日夕刻の気温分布し(地区Ａ)」∧6時
m
図6－B　1989年１月16日夕刻の気温分布（地区Ａ）１７時
94 大学学
17時の分布図で鏡川北岸にみられる!1.5°C以下4?
上に相当するため√都市活動が少な＼く低温になﾉﾑ
　以上のように市街地内部の河川周辺部の気温分布i
外は最大でも1.5°Cとわずかであうレだレまた等温線凪=
の，冬期にはその傾向はぱらきりしなかyつ/だ。/万方↓j……=
ように,＼市街地内部の裸地・水田部分は周囲に
土佐道路のように,し交通量φ多=い道路沿いjは若
２。高知市米田付近（地区Ｂ）
１）／地区の概要…………
図=7に本地区の地上被覆の状況を示す。 本地区を
田橋の上流とＪＲの鉄橋下流のよ2か所の堰によ＼うで流速ﾌﾟ1
本地区め南東部は上本宮町の住宅密集地となってい万石=が↓
密集せず,＼かなりの面積の水田がみられる。本地区め北1
ているｃ＼
四回
四回
二Tｺ
ＴＴ¬
-
Ａ
､
ｒ：
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
図７
住宅
高知市米田付近
も少ない堤防
向jになるｿもの
ﾚ,j=ﾉ石立町にみられる
,＼|,万県道宇佐高知線や
流れでいるﾚもこのめ，米
どよ(どんだ状況にある。
となっ
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　　２）夏期の気温分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　（1）夏の朝の気温分布　　　　　　　　　　　　　　十
六図８－Ａ～Ｄに1988年７月31日朝５時，６時，7=時，８時の気温分布を示す。分布図には次の
ような特徴がみられる。　　　　　　　■　■　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
①観測時の気温は太陽の上昇とともに21°Cより24.5°Ｃ付近まで上昇したが，各観測時についてみる
　と，観測地域を通しての温度差は1.0°C以内と小さい。　ト
②全体的にみて，南東部の上本宮町の住宅密集地に存在していた高温域が時間の経過とともに鏡川
　に沿って北西に延びるような変化をしている。　　　　　　　　＼　　　　犬
③日光が最後まであたらない北東部の山麓が最も低温になる傾向にある。
④水温の測定は行なっていないが，分布図には鏡川が周囲の気温分布に及ぼす影響はほとんど認め
られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　（2）夏の昼間の気温分布
　図９に８月20日刊時45分の気温分布を示す。分布図には次のような特徴がみられる。　　　上
①本地区の観測の直前に行った地区Ａの昼間め観測では気温28～30°Cの範囲であり，観測地域を通
　じての温度差が3.6°Cもあったのに比べ，本地区では1.0°Cの温度差を示すにすぎないノ
②全体的にみて山麓部で等温線が密に走っており，温度変化が大きい。
　（3）夏の夕刻の気温分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　図10－Ａ－ Ｃ に７月31日夕刻17時，18時，19時の気温分布を示す。分布図には次のような特徴
がみられる。
図8 －A　1988年７月31日朝の気温分布（地区Ｂ）　５時
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図8÷IC∇」988年７月31日
ジョギング・コースにおける生体ストレスとしての気象条件　（武市・橋本・舟橋）
図8－Ｄ」988年７月3i日朝の気温分布（地区Ｂ）　８時
図9　1988年８月20日14時45分の気温分布（地区Ｂ）
97
98
JUL. 31. 1988 17:00
＝　SSW工2m/s
　0　　｡1001　200m･
図!0―A 198鴎二７月排日夕刻
ノサヅ回れ：ヅo十
　＼コニサ尹士竺し二
図10―B∧1988年7月31日
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　＼　　　＼　　　図10－C　1988年７月31日夕刻の気温分布（地区Ｂ）　１ ９時
①各観測時とも25～28°Cの範囲であり，観測地域を通しての温度差はO;5～1.0°Cとわずかである。
②日没（19時７分）に向うにつれ，観測地域の気温は27.5°（;付近から26.5で付近へと低下している
が，低下量は北部の1.0°Ｃ～1.5°Cに比べ，南東部では0.5°Ｃ前後で，山麓部での気温低下量が大き
　い。 18時49分の風速・風向め観測では風はなく，海風から山風に変わる凪の状態に入っており，
　これから鏡川に沿って山風が吹き出してくる北部では，体感気温はさらに低下するものと考えら
　れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
③等温線は山麓部で密で，温度変化が大きい。一方，米田の水田地帯では等温線は疎で，ほとんど
　温度変化がみられない。　　　　十
④鏡川の水温は26.0°Cニ（17時17分）で，気温とほどんど差がなく，周囲の気温分布にほとんど影響
　を及ぼしていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　３）冬期の気温分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　（1レ冬の朝の気温分布
　図11－Ａ～Ｄに1989年１月16日朝７時，８時，９時，io時30分の気温分布を示す。分布図には次
のような特徴がみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　上
①観測地域を通しての温度は７時において0.5～2.0°Cに始まり，３時間半後, 8.8～9.2°Cに上昇し
た。観測地域内の差は，ほぼ日の出時に該当する６時50分には2.0°C，7時50分には2.0°C，9時
　1.5°C, 10時30分0.8°Ｃと時間の経過につれてしだいに小さくなっている。
②気温分布は夏期の場合と同様に南東部の住宅密集地域が高温になり，鋤IIの上流に向うにしたがっ
　て気温は低くなる。　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　尚
③全体的にみて北西部の山麓では等温線が密になっており，温度変化が大きい。それ以外の地域で
100 高知 学学
ＪＡＮに16. 1989 6:50
　ニ　＞CALM
　0　　100　200･ｍ
図11―A」969年ｉ月46日朝の
JAN. 16. 1989 7:50
　　ト　ＣＡＬＭ白土
.01　　100・200ｍ
図11―B･1989年1ﾚ月佃日朝
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図11－C　1989年１月16日朝の気温分布（地区Ｂ）　９時
図1 1－ D　1989年１月16日朝の気温分布（地区Ｂ）　１０時３０分
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　はあまり大きな温度変化はみられない。………
④鏡川ﾀﾞ)水温は10時39分の観測で9.5°Cで，気温J
　ないが,＼分布図を見た限りでは√鏡几[は周囲め
　(2)冬め昼間の気温分布]‥‥‥　　　‥‥　=……I
　図12－Ａ，Ｂに１月排日昼間14時, 15時jの気温
れる。‥‥‥　　　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥ｊ…………
①観測地域を通しての気温｡は12.6･~13.0~14.0°C(
　同じ日に行らだ市街地内部め地区Ａめ温度差と
②13時50分の観測では鏡川の水温は11℃で気温と
　る傾向におる。　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥
③気温分布は南東部の住宅密集地域が高温4こ,△北部=ｶ
　どの複雑な分布は示七でいない。…………　………:万:万
④米田の水田・住宅混在地域ｻでは水平的な温度変化が
　個　冬の夕刻の気温分布十六　レ　　　………万……:J
　図13－Ａ√Bに1九月1=6日夕刻16時30分，ﾚ17時40分ﾀ
徴がみられる。＼　∧万‥‥‥　‥　　‥‥‥‥‥
①観測地域を通しての温度はお｡0やり｡5でと牡
　比べて再び大きく犬なっている。十　　　っ
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　　　　：ＣΛＬＭ犬
0　　1700　200ｍ
ﾌ:れ以前の時刻めJ測定値は
響を及ばﾅしていﾚないレ
にﾚは次φくよﾉうﾚな特微かみら
,度差ﾚはOjト0.8でﾚであり，
ﾌﾟないが√鏡川上が最も低温にな
し風ｿも弱ぐ,゜ﾄ夏期ほ
ﾄ分布図に=は次々ﾚような特
圭ぱ21:o卜2,J°Cで,ｿﾞ………昼間に
l在地域では水平的lな温度
分万図12―A」舶9年工月斑日昼間の気温分j
ジョギング・コースにおける生体ストレスとしての気象条件　（武市・橋本・舟橋）
図12－ B　1989年 １月16日昼間の気温分布（地区Ｂ）　ｉ４時５０分
図13－A　198S年７月31日夕刻の気温分布（地区B) 1 6時３０分
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JAN. 16.･］989」7:40
　　トＮ／2.9m/sダニ
O　　100 犬200m－
③鏡川の水温は16時35分忙lｔ5℃で気温とほぼ同
　の影響は認められないよし　……………　…
　以上のように，郊外部め河川周辺では√夏季･ﾚ
なる傾向比ある。またレ水田と住宅が混在してい
ない。しこの地区では,十鏡川は堰によら七流れがよ
合が多‥く√鏡川が周辺部の気温に及ぼす影響はぽ
はに冬季の日の出頃と夕刻に2.0°C前後みられた力
部では等温線が密になる傾向にあり√温度変化が大才き万いレプで
　注　　　　　　上　コ　…………………1………∧::y･ﾄjﾅ∧…………:……………J.･.･:･゜..･
１）　図中では南の風l.Om/sとなっているが，高:
　おり,ノ実際に観測中も時々強い風が吹いでいた。
Ｏ分
にはそ
Sjく√山麓部で低く
tはほとんどみられ
:大きjな差がない場
lを通してめ温度差
ら＼だトなお/,……山麓
.Om/sとなって
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